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政治学概論Ⅰ 《2025》

シラバス

苅谷 千尋

Thursday, 30, Oct, 2025

Ⅰ. シラバス

1. 授業の目的

本授業は、政治学に関する基礎的知識を学ぶことを目的としています。グローバル化が進む今

日、日本を世界の中に位置づける視点、また他国の問題、グローバルな問題を理解することが重

要です。また、日本政治の特徴を理解するための有効な手段の一つは、それを他国と比較するこ

とです。この授業では、このような意味での比較を通して政治に関わる基本概念の理解を通し

て、政治や政策を動かす仕組み・メカニズムについて説明します。

2. 授業の到達目標

受講生が、国民主権、国民国家、主権国家体制、国際法、選挙制度、官僚制度を中心とした公

民分野の基礎的知識を得て、それを初学者に対してわかりやすく説明することができる。

受講生が、比較政治という手法を用いて、政治の諸現象を初学者に対してわかりやすく説明す

ることができる。

受講生が､政治学の諸概念について､自分なりの視点を加味した､関係図を作成することができ

る｡

受講生が、国際政治学、比較政治学ならびに公民分野に関わる基本的な資料、文献を読みこな

すことができる。

受講生が、1及び2で得た知識を背景に、日々のニュース報道や新聞報道をより深く、また相対

的に理解したうえで、自分自身の意見や解釈を、確かな根拠を明示しながら、明快に記述する

ことができる。

3. 授業の進め方

初回から第4回目までの授業はオンデマンド配信にて実施します｡それ以降の授業は対面で実施い

たします（2025年2月4日から4日間）｡

Warning
事前に配布されたシラバスでは初回と第2回のみがオンデマンド配信となっていましたが､変
更しています。ご注意下さい。

授業はスライド資料を用いておこないます。受講生は、各単元に関連する指定文献を事前に読

み、それについて要約や感想､疑問・質問を書くことが求められます（リーディング・アサインメ

ント（＝文献予習）。受講生の関心や疑問を踏まえながら､また､重要な意見や代表的な意見を紹

介しながら､授業を進めます。また､すべての回答は一覧表にして配布します。

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 
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また､定期的に受講者の授業理解や関心のありようを確認します（授業の感想）。オンデマンド授

業は毎回､対面授業の場合は､一日に1回とします。こちらも授業時間内で､重要な意見や代表的な

意見を紹介しながら､授業を進めます。こちらも､すべての回答を一覧表にして配布します。

4. 成績評価の方法およびその基準

重要

授業には3分の2以上の出席を必要とします

評価基準は、授業の到達目標に準じます

Note

普通に取り組めば80点以上とれるように、配点しています

レポートはSかAを決めるために使っています（使いたいです）

以上のことは、レポート評価は厳し目（各レポート8点/15点満点を標準的なレ

ポートとして評価し、それ以上、それ以下で点数をつけます）、その他は甘め目

であることを含意します

Warning

すべての授業終了後に実施する授業アンケートも「授業の感想」の一つとして扱

い､評価の対象とします

出席点はありません 

出席回数は足切りのためのみに使います

単位についての考え方

Note | 予習復習も単位取得に必要な時間です

授業出席時間だけでは、単位取得時間を満たしません

学修の観点だけでなく、大学制度上、予習復習は必須です

1単位＝45時間の学修の考え方（「大学設置基準」）

我が国の大学教育は単位制度を基本としており、1単位あたり45時間の学修を必要とする内
容をもって構成することが標準とされています。ここでいう１単位あたりの学修時間は、授
業時間内の学修時間だけではなく、その授業の事前の準備学修・事後の準備復習を合わせた
ものとなっています（文部科学省高等教育局 (n.d.)）

2単位14週間の授業の場合

90時間の学修を要し、うち1/3の30時間が授業時間

残りの60時間が授業外での学修時間となる 

慣例的に概算計算される

5 予習・復習に関する指示

⑴ 予習：リーディング・アサインメント（＝文献予習）

ほぼ毎回の授業において､内容にかかわる文献を事前に読み､感想や質問を書いて提出して下さ

い

文献の分量は内容によって差はありますが､1時間くらい時間を書けて欲しいと思っています

提出先：Google フォーム 

Google Forms

指定文献と締め切り：下記の表を参照

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

◦ 

• 

• 

• 

• 

◦ 

• 

• 

• 

◦ 

• 
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Note

指定文献は、著作権の都合上、Moodle上に置いておきます

各回3点。2月13日23:59まで遅延提出を認めますが、得点は1点となります

⑵ 復習：授業の感想と授業アンケート

授業内容に関する感想を提出してください

オンデマンド授業は毎回､対面授業の場合は､一日に1回とします

30分くらい復習の時間を取って欲しいと思います

提出先：Google フォーム 

初回（Google Forms） 

締め切り 

#1 12月4日配信予定：12月15日（日）23:59まで

初回以降（Google Forms） 

締め切り 

#2 12月18日配信予定：1月5日（日）23:59まで

#3 1月8日配信予定：1月19日（日）23:59まで

#4 1月22日配信予定：1月30日（木）23:59まで

#5以降：授業日当日の23:59まで

Note
各回3点（全9回）。すべて提出した者は+3点。2月13日23:59まで遅延提出を認めますが、
得点は1点となります

6. 教科書・参考書補足

教科書

使用しない

参考書

高坂正堯『国際政治：恐怖と希望』（中央公論新社（中公新書）、2017年）

建林正彦・曽我謙悟・待鳥聡史『比較政治制度論』（有斐閣（有斐閣アルマ）､2008年）

7. オフィスアワー等

学生からの質問への対応方法等

対面授業の期間中は､授業前後に質問､相談に応じます

この期間以外に、質問・連絡が必要な場合は、社会科教育講座主任の諸岡先生に御連絡くださ

い

Ⅱ. スケジュール

スケジュール

Note

オンデマンドについては配信予定日です。若干､前後する可能性があります

ディスカッション1（2月5日3限）は、国会中継の視聴と議論を予定しています

ディスカッション2（2月7日3限）は、レポート課題2の発表と議論を予定してい

ます
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https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle_2024/
https://forms.gle/rFhmT465Y2HXFPPb9
https://forms.gle/vXt7r5XyHcPHAvjN8
https://www.chuko.co.jp/shinsho/2017/10/180108.html
https://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641123649


Warning

テーブルは サイドメニュー > Other Formats > PDFの変換対象外です

スライド資料を参照下さい

リーディングアサインメント

Warning

テーブルは サイドメニュー > Other Formats > PDFの変換対象外です

スライド資料を参照下さい

引用文献

文部科学省高等教育局, n.d. 大学における教育内容・方法の改善等について. 
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